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家畜の管理に関する試験・研究が多く取り上げら れる乳牛管理に関する試験・研究にも特色を与えて

れるようになったのは，わが国でも諸外国でも，専 いるものと考えられるo 1980年代を迎えるに当って，

業多頭飼育経営の普及と切り離しては考えられなし、。 北海道酪農が大きな変貌を遂げ、た過去10年聞を朔っ

それまでは経験と勘で対処してきた日常的技術が， て，道内諸機関で実施された乳牛管理に関係する試

投資・労働効率追求の厳しくなるにつれて，科学的 験・研究を概観し，背景となる北海道酪農の実状と

な検討を経た，システム化された技術への転換が必 照らし合わせて，その位置づけを探ってみたし、。

要になったためであるo 1 牛舎施設

この種の技術は気候風土や経営形態によって少な 表 1に示すように乳牛飼養規模は1965年以後急噂

からず様相を異にするもので，積雪寒冷期が長く， に拡大し，全飼養農家戸数は年を追って減少してい

自給飼料生産を基調とするなどの点で、北海道酪農は るにもかかわらず，成牛20頭以上を持つ農家は1965

府県と大きく異なり，そのことが北海道内で実施さ 年の296戸から， 1978年の 9，570戸に増加した。そのた

表1 北海道の乳牛飼養頭数規模別戸数

成牛飼養 1965 :rp* 1970年綿

頭数規模 戸 数悩) 戸 数 伐 〉

1~ 4頭 24，260 (55.6) 11，660 (31.5) 

5~ 9 14，970 (34.3) 11，560 (31.2) 

10~14 3，404 (7.8) 7，454 (20.1) 

15~19 671 (1.5) 3，356 (9.1) 

20~29 199 (0.5) 2，539 (6.9) 

30~49 
97 (0.2) 

336 (0.9) 

50~ 90 (0.2) 

計 43，601 36，995 

帯 i)料 2)締帯 3)より引用，計算

め，多くの農家で牛舎が新築され，一部には従来み

られなかった放し飼い，パーラー搾乳方式を採用する

ものも現われたo帯畜大の開放牛4よみ新得畜試のフリ

ーストーノレバーJ正:丸いての調査は，その実情と共に

放し飼い牛舎設計あるいは群管理の指針となった。

また，搾乳牛50頭を越す帯畜必新酪事返ら新しい

牛舎システムの検討が行われているO

牛舎の建築に際して重点的に考慮すべきことは，

舎内環境・管理労働の効率化および建築費の 3点で

あろう。牛舎の新築が増加するにつれて，舎内環境

とくに換気設計の不十分さが目立ち，冬季聞の高湿

度・結露は大多数の牛舎に認められた。この現象か

ら，乳牛の健康をそこね牛舎の耐周期間を縮める懸

念は大きいo そこで，結露1舎の換気設計:2私
環境 17). . A ..... J8)...~ ... --'-r， _ ~， =19) 

のアンケート調査，対策:断熱材の効某 J環境
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1975年特 1978 :rp*料

戸数 σの 戸数協〉

4，200 (16 4) 2，800 (13.2) 

4，640 (18:2) 2，880 (13.6) 

4，718 (18. 5) 2，910 (13.7) 

4，383 (17.2) 3，070 (14.5) 

5，073 (19.9) 4，860 (22.9) 

2，195 . (8.6) 4，030 (19.0) 

332 (1.3) 680 (3，2) 

25，541 21，230 

改善の事-w[O，21)などが報告され，畜舎環境の意識・

知識の普及・強化に貢献したO また，牛舎内環境調邑

節に重点を置いたウォームスラットパ-J2，~'

ラリー処理牛舎の環瑳4)についても詳細な報告があ

るO

北海道のような寒冷地では，耐寒性が強いとされ

るホルスタイン種でも冬の寒さの影響は無視できな

い問題で，低温環境下の採食量・代謝・発熱量・生

産など生理反応の基礎的実験も環境調節室を使って
25--27) 

進められつつあり ，このような研究の積み重ねが

牛舎構造や冬季聞の飼養法を考える上に必要なデー

タを与えるものと真腕されるO また，牛舎環境の一

面として，排1世物から発生するアンモニアや臭気に
28~1) 

ついて詳細な研究があるム ~ 

牛床の大きさは長年の経験から基準的なサイズが
内
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3Z)..._. -，~_.33.34) 
示されているものの，排世物落下位置や横臥姿勢' 量の養分摂取が必要であるO 特に粗飼料依存度の高

に関連して，牛体の汚れが少なく長時間楽に横臥で い場合は，できるだけ多く，むらなく食べさせるこ

きる牛床への改善の余地が残されているo さらに，

牛の大きさに適した牛舎施設を設計するために，各

種の体格・姿勢について体の高さ・幅・長さの測定

値が報告されてい453Z頭飼育・専業経営では敷料

の入手難から，鋸屑・ゴムマットの利用が一般化し，

これらの敷料効果も研究の対象になった037，詔)

牛舎施設は北海道の地域性を十分考慮する必要が

あるから，さらに多くの地域に即した研究を求めら

れるが，畜産系と工学系の専門家の密接な協力や多

ー額の経費が必要なことから実験的な研究はなかなか・E実施し難い。これに対して既設牛舎の調査は経営や

技術条件がまちまちなため，結果の比較検討に困難

を伴うが，実験に比べると取りつきやすし、。各種条

件を前以って適確に分類し，調査例数を増して，実

験研究の乏しさを補うようにしたし、。

2 給飼・給水

良質乾草の大量調製が容易でないことから，貯蔵

組飼料のサイレージへの傾斜が強まり，飼養頭数の

増加とあいまって大型サイロの建設，サイロアンロ

ーダの利用が急速に普及したO この種の施設は毎日

欠かせない給飼作業にかかわるものだけに故障の少

ないことが大切な要件で，機械の性能39，4
0
)がすぐれ

ていると共に，詰込み・取出条件41)を整える必要が

ある。また，高水分サイレージでは冬季間凍結Fる

例が多く，その乳牛に対する影響?涜結防止方ぜい7

も取り上げられた。

.乾草調製時の労働ピーグを軽減するのに効果が大

きいとして最近急速に普及してきたビッグベールの

調製?，4W蔵?簡易給与施設~:検討されてし、るo

給飼機械も種々の方式を見るが，自走式バッテリー

給飼車の性能を調べた報告J2)の外には見当らなかっ

た。

給飼方法が家畜に与える影響は，従来もつばら消

化・代謝・生産の面から評価されてきたが，これに

加えて食行動の面からも研究されるようになった。
3--57)_ 58--(j1)_ . __ _62) 

粗飼料の形態， v 給飼時刻， 給飼間隔J，?飼料に対

する噌好性??与?%い，6叫4
食.反錦行動との関係や食べる速さ59，6目的につい

ての報告があり，採食や反興の習性・反応が明らか

になってきたo 高生産をあげるにはそれを支える大
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とが給飼技術の一つの要点となるO そのために食行

動の知識が役立つものと期待されるO

放牧管理においては，採食量推定の難しさもあっ

て，放牧行動観察は1940年代から有力な研究手段と

なっているO 方法については， トランスミッター?)

暗視装置切の使用によって肉眼観察の欠点を補える

ようになり，施肥と採食行動との関係7げ 7主択採議79)

についての報告があるO

肉牛や育成牛の牧場を主な対象としたものである

が，牧柵80-86キコラノレ， シュートなどの牛群取扱施

設87-89こ関する研究は放牧場の多い北海道の地域性

との結びつきを強く感じさせるO 北海道でも地域に

よって夏季の日中は30
0

Cを越す場合がしばしばあり，

産乳量への影饗も無視できな L、。放牧牛に対する環

境温度の影dO
)，などの研究は，西南暖地とはちがっ

た意味で， さらに詳細に検討すべき問題であろう。

給水についてvi，飼料と水分摂取量との関係?1 4) 

子牛の飲水正明示分イ湖97-100)に関する研究が行

われたO いずれも飼料や環境温度に関連して，飲水

量・水分排出量の動きを追った正統的な研究で、あるO

一方，寒冷時の温水給与試験叫10fi急速に増加して

いる力噛給水器による体内熱量の損失防止F 採食量，

産乳量増加の効果を確めようとした即応的な研究と

言えよう。

3 搾乳

搾乳では，分娩前搾乳ーおし刺激からミけ装置

まで、の時間~04~乳回数:叫等間隔搾乳:06jm週 1~
2回の搾乳休ぷ8，109)搾乳環境の変化luどの乳量

・乳質に対する影響が調べられているo これらの試

験目的は実地への応用ばかりでなく，複雑微妙な泌

乳の仕組みを追求しようとするねらいも多分に含ま

れているO

飼養頭数が増加すれば，乳牛管理労働の半ばを占

める搾乳作業の能率化は第ーに考えられる点で，そ

の実態調査と問題点の指摘:11J1九ーラーなど各種搾

乳方式の比較113-116)が行われている。搾乳能率は頭

数，牛群の質，機械・施設，労働の量£質，乳房炎

対策，他の作業との関連など多くの要因によって動

かされるから，かなり明確な条件分類をした上で、調

査を進める必要がありそうに思われるO 搾乳速度の



速い乳牛への改良を主目的として機械搾乳の難易性

について，その測定方法，種々の要因との関連が詳

細に研究されている:?1門 3却0)泌泌、乳リズム:当、♂孔手乳L曲線日

の研究は日常の搾乳管理カかミらも興味深い問題であるO

搾乳管理と乳房炎とは切り離せない関係があり，

困対策を見極めるための繁殖実態調査fm67)環境

要因との関係168が報告され，繁殖率向上対策が論じ

られているナ佐度の高い発情発見の方法を求めて発

情期の行動吋:調べられ，発情発見用雄牛の応用171)

も提起されるO

特に機械搾乳になつてからは， ミルカ一の構j造宣，取 分娩管理のためには，詳細な分娩状況調査凶陥5り，1口7

扱い，洗浄が不適切に陥りやすくし，手搾りよりも乳 が正しい知識を与え.体温による分娩予祖測吋ut:~レメ

房炎発見が遅れがちなため，発症麟率は極めて高臥く， ーター装置を利用する母体・胎児の診断:初陣痛計

臨床型のみで20%にも達すると推定されるo したが 誤t，75t娩報知町間の方法も考案され，助産用の小

って，この原因究明・予防対策は緊急かつ重要なテ 型牽引器ぺ土単独助産には大きな力となったo

ーマで，乳器の形，搾乳方法， ミルカーの取扱い， 人工授精・凍結精液-受精卵移殖など，進歩の著

牛舎環境などと乳房炎発生のつながりを求める調査 しい繁殖の分野に対する農家の期待は大きし、。
133~38) 

が種々実施された。 一方， ミノルレカ一の汚染挺.~-， ノ 6 群管理 . 

ラ引イナ刊の形鰍状とほ手乳L頭駒郎Uにこ対肘する研州荊刺j百激が良ど:斗L房炎好矧手乳Lの性耐状ポばぽ:アヂ4必2) 省労矧働飼矯養法配とし凶て-C， 大姐型酪搬農経儲営の仲中に叫は放r
予防対策凶たどの研究も進められた。また'一部の 飼い牛舎方式を採用するものがあり札，育成牛舎.育

育成牧場で多発した未経産牛乳房炎:?叫叫ω専Jμ14附4

常腫蕩146tこついての報告もある。

集乳缶からパルグクーラへ，保存冷却方法の転換

は乳質改善に大きな貢献をしただけでなく，輸送缶

扱いの労働から農家を解放した点も評価されるであ

ろう。バノレククーラの構造・性能・取扱いについて

も多くの報告が行われているど門53)

4 排池物取扱い

来のつなぎ飼い個別管理とは異なった独特の群管理

技術が必要であろう。群管理におかれた牛の休息舎

利用?，l7m8211贋位関係:8m86知環境へのJI贋応:7)

放牧時の群生態188，189)などが研究されているO

これらはまだ単純な行動研究の段階にあり，行動

研究が生産性や具体的な管理方法につながった試験

研究に発展すれば，実際への寄与も大きいと考えら

複合酪農経営では有機質肥料として大切に扱われ れる。

る排植物も，頭数増加にともなって糞尿生産量が増 7 育 成

大し，簡便な化学肥料への傾斜も加わって，むしろ 良好な発育は順調な繁殖と生産につながるし個体

厄介視する風潮さえ生じた。この取扱いの仕事を軽 販売にも有利であるが，その効果の予測は難しく，

滅するために，排i世状況の分析予叫ミーンクリーナ 一方では育成経費の節減も経営上軽視できないとこ

の工学的研究ヤ158)糞尿Zw/，59，160)排、植物処理時間:61) ろに育成技術の複雑さがあるo そのためか， 2つ也

スラリーポンプやスプレッダ、の問62弘ラリー施用 地区で行われた実態調査19…ゐ結果では，農家~'f!II
技術163あ検討が行われ， メタンガス発生施設の研究胤)よってー育成方法に大きな相異があったo

にまで及んでいるo 新生子牛に対する初乳給与の重要性は古くから知

従来の尿溝による糞尿分離方式は，バーンクリー られていたが，近年特に早期の免疫グロプリン賦与

ナなどの機械が広く導入され使用経験も積んで，ほ が育成率を高めるのに役立つことが強調されるO 子

ぼ安定した技術となっているが，スラリー扱いにつ 牛の血中免疫グロプリンの動態194'-'197ら研究はこの

いては経験が浅いだけに，捷祥・貯蔵・散布の方法 線に沿ったものであり，出生直後の子牛の観察~98， 1則
にまだ問題点が多く残されている O は自然晴乳による初乳摂取の状態を見るのが一つの

5 繁殖 目的となっているO

繁殖成績が酪農経営の成否に大きなかかわりを持 代用乳・人工乳を用いる早期離乳法は，これらの

つことは昔も今も変らないo 個体管理の行き届きに 品質や給与法吟:改善されると共に広く普及定着し

くし、大きな牛群になると，発情・異常の見落しゃ対 た。また，晴乳期の省力の手段tとして集団晴育201--203)
204:【..zon_ _ _ __207L __ _ _ 208.209) 

処の遅れから，繁殖率の低下を招きやすい。その原 1日1固定量・ /~温晴乳，乳母晴育 ' ノなど
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の研究があるo 全乳早期維乳法制ム余り乳対策の一

環ともなるO 余剰初乳の貯蔵・晴乳211--219)には短期

間に多数の研究が集中した。育成頭数が増加し，ま

た牛や人の出入が多くなると，伝染性の呼吸器・消

化器疾患が蔓延しやすい。耐病性の弱L、幼令牛 (2

~3 か月齢以下)の屋外戸別飼育220èì今後かなり広
く取り入れられるようになろう。

221-->231) 
子牛の早期(集団)放牧 は経済的育成と育

成省力化の一つの方向を示すものであろう。公共育

成牧場の集団放牧育成が定着期に入ったことは，実

態調査・分析232--236)の結果からもうかがわれるo 牧

場の衛生面で懸念された祉関腐欄加せ今外部寄生

. 仰却の対策も検討され丸子時の低栄養とそ

の後の、償性発育との関係， '生産性に与える影

響.256--2印に関する研究成果は，経済的な育成計画を

立てる上で大切な知識として役立つものと考えられ

るO 特異な研究として成長リズ‘ムの分析吋:行われ

ているO

まとめ

乳牛管理とし、う言葉の内容は受取る人によって異

なり，筆者の取り上げた範閲については多くの関係

者の同意が得られないかもしれなし、。ともあれ， こ

のように十年を期として，報告された試験研究を整

理してみると，北海道の酪農に密接な関係をもっ問

題が多く，その成果は具体的な技術として，あるい

は潜在知識として道内の乳牛管理に根を下ろすもの

であることを高く評価したし、

最初にも述べたように70年代は転換期に当ったた

a世，導入技術の追証的研究に追われた傾向も否めな

司事。規模の変革が一段落した80年代には，より創造

的な試験研究に傾斜するものと予想されるO
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